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市
消
防
本
部
と
御
前
崎
海
上
保

安
署
、中
部
電
力
㈱
は
１
月
28
日
、

浜
岡
原
子
力
発
電
所
の
原
子
力
災

害
を
想
定
し
た
連
携
訓
練
を
御
前

崎
港
で
実
施
し
、３
機
関
か
ら
約

40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
万
が
一
原
子
力

災
害
が
発
生
し
た
場
合
で
も
、
地

域
の
災
害
支
援
活
動
を
迅
速
か
つ

的
確
に
実
施
で
き
る
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
た
も
の

で
す
。
今
回
は
、
地
震
や
津
波
の

影
響
で
陸
路
が
寸
断
さ
れ
た
事
態

を
想
定
し
、
御
前
崎
港
か
ら
清
水

港
ま
で
海
上
ル
ー
ト
を
使
っ
て
患

者
を
搬
送
す
る
連
携
訓
練
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

訓
練
は
、
①
放
射
性
物
質
に
汚

染
さ
れ
救
急
搬
送
さ
れ
た
患
者
を

巡
視
船「
ふ
じ
」で
清
水
港
ま
で
海

上
搬
送
す
る
。
②
静
岡
市
消
防
本

部
に
患
者
を
引
き
継
い
で
県
立
総

合
病
院
へ
送
り
届
け
る
ま
で
の
連

携
体
制
の
確
認
。
③
放
射
性
物
質

の
汚
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
巡
視

船
内
の
一
室
を
養
生
シ
ー
ト
で
覆

い
、「
ア
イ
ソ
ポ
ッ
ド
」
と
呼
ば
れ

る
簡
易
式
の
隔
離
装
置
に
入
れ
ら

れ
た
患
者
を
搬
送
す
る
訓
練
な

ど
、
各
関
係
機
関
と
搬
送
に
関
す

る
手
順
を
検
証
し
ま
し
た
。

御
前
崎
海
上
保
安
署
と
中
部
電

力
㈱
に
よ
る
合
同
訓
練
は
昨
年
に

続
き
２
回
目
で
、
市
消
防
本
部
も

加
わ
っ
た
３
機
関
で
の
訓
練
は
今

回
が
初
め
て
で
す
。

消
防
本
部
、
海
上
保
安
署
、
中
電
が

初
の
原
子
力
災
害
対
応
訓
練
を
実
施

市役所で２月28日、火葬場の
建設候補地選定に向けた第２回
庁内会議が開催されました。
市は、前回の庁内会議で火葬
場建設候補地検討委員会から提
出された報告書の評価基準（案）
に基づき、15カ所の候補地エリ
アを関係法令による規制の有無
について整理した上で、敷地の
状況、周辺環境、利便性などの
立地条件から評価し、５カ所に
絞り込みました。
今回の会議では、５カ所の候
補地を、敷地面積、日当たり状
況、事業のスケジュール、財政
負担の視点から評価し、１カ所

に絞り込むため協議しました。
協議内容は次のとおり。
①将来的な建て替えや公園整備
　などに拡張可能な土地か。
②自然の光を取り入れた省エネ
　設備が設置可能な土地か。
③周辺道路の拡幅や上下水道の
　整備に多額の費用が掛からな
　い土地か。
④各種法令に基づく手続きに長
　期間を要しない土地か。
⑤用地の取得に多額の費用が掛
　からない土地か。
⑥敷地造成に多額の費用が掛か
　らない土地か。
⑦そのほかの個別要因。

火葬場の建設候補地は、本年
度中に市長が選定する予定です。

※火葬場整備に関する詳しい情
　報は、市ホームページをご覧
　ください。

候補地選定の決断時期迫るCrematory
火葬場整備を考える

※「キラリの再発見」はしばらくの間お休みさせていただきます

御前崎市火葬場 検索

▲アイソポッドに入った患者を搬送する

▲候補地選定のため協議する幹部職員
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